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　調布｢憲法ひろば｣１６０回例会は11月８日(日)18時半から調布市文化会館たづくり８階「映像シアター」に木下ちがやさん（写真左上、明治学院大学国際平和研究所研究員）をお招きし「安倍政治の終わりから新しい政治へ」をテーマにお話をいただいた。参加者32人、質疑・討論に熱がこもった。司会は丸山重威(写真左下)、写真は鈴木彰、レポートは石山久男の各世話人が担当した。 　（編集部）
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　　２面につづく








　１９８０年代の初頭には護憲派が５割以上いて、改憲派は２割しかいなかった。


護憲派が最も多いのは20代


　これがその後逆転し、さらに再逆転し、一強多弱の右翼的安倍政権が生まれたが、そのもとでも２０１６年には80年代よりも護憲派が多くなり、それが現在も持続している。


　改憲反対＝護憲派がもっとも多いのは実は20代で、問題はその若い世代が選挙に行かないこと。しかし安倍政権のもとで８年かけても改憲は一歩も進まなかった。これは今後の政権が改憲を進めることにすさまじい障害になっていることを強調したい。


なぜ菅政権が生まれたか


　そのなかでなぜ菅政権が生まれ、どんな政権になったのか。


　実はポスト安倍に関して、麻生は名門出身でない菅を排除しようとしていた。ところが検察庁法改正が挫折したため、安倍を守るためには安倍側近の体制を残したまま首相に据えることのできる菅しかなかった。しかし党内基盤を持たない菅は、もともと安倍がやった日本学術会議の任命拒否問題でも右往左往している。政策的には菅は改憲よりも新自由主義政策に力を入れている。


対する野党は一緒に行動


　対する野党の動きでは、都知事選が敗れたとはいえ大きな成果を残した。


　いままで共産・社民しか推さなかった宇都宮さんを立憲民主が全力で支援した。都内のいたるところで野党共闘でみんなが一緒に行動する光景が現出し、都民はたいへん励まされた。


　こういう選挙は最近では共産候補を野党共闘で全力支援した高知県知事選があるが、東北では岩手をはじめ何年も前からやっていた。それが東京でもできるようになったのだ。自民党が一番恐れているのはこの形である。


政党には草の根の組織と支持層が不可欠


　山本太郎がかなりの票をとった。しかし、れいわには草の根の支持層や党組織があるわけではなく、今すでに支持率がゼロに近くなっており、都知事選ではほどほどの支持を得たがこれが長く続くとは思えない。政党は草の根の組織と支持層がないと長続きしない。


立憲と国民の合同は画期的


　そのなかでいま立憲民主と国民民主の合同が実現したが、理念の一致にもとづく合同という点で画期的だ。


　この合同では連合が大きな役割をはたした。命と暮らしを守る政治という点で一致点をつくろうとし、立憲民主の新綱領でもその点が明確にされた。


　国民民主の動きが気になるが、連合はいま立憲民主としか政策協定を結んでいない。連合の中でも、かつてのように共産党と一緒にやるのかという一言で共闘を分断するようなことはしない方向できっぱりした態度をとるところまできた。


　（石山 久男・記）
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